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・自立できる境界は，一人でトイレに行けることです． 
・過剰介護による自立性を奪わないように心掛けましょう．

『 振り返る現実と未来 』 

理事 田島 徹朗(九州中央リハビリテーション学院) 

 

 

中秋の名月などと、秋の便りが聞かれるようになりましたが、メディアでは 9.11、3.11
と未だ心に残る傷跡は大きく、復興に向けての応援・支援を続けていかねばならないこと

を改めて考えさせられます。 
ところで皆さんは、“老い方・死に方”について考えたことがありますか。先日、「老い

方・死に方が変わる」というテーマの特別講演を拝聴する機会を得ました。介護の原点は

敬老精神とされ、大変そうなお年寄りをみると、つい手が出て何かやってあげなくてはと

考えることがごく自然な在り方だと思っています。しかし、医療や介護力が不足するであ

ろう近未来では、この在り方が変わらずにはいられないという現実が、そこまできている

ということを受け止めなければなりません。ある瀬戸内海の一つの島では、若者が進学や

仕事のために島を出て、高齢化が急速に進みその結果、独居で要介護状態であっても、生

きるためには自分でできることはできる限り自分でやらざるを得ない現実が存在すると

いうことです。しかし、その結果、原因は何であれ、できることを自分でやり続けたこと

で、本人の機能は維持し続けられ、老いを満足しながら生きることに楽しみと張りを見い

だすことができ、生きているという実感と伴に生活を送る姿が認められます。つまり、地

域における介護支援力の低下は、その地域に過ごす高齢者の自立を促し、老いに対する変

化を促し、近づく未来の在り方を表しているものと深く考えさせられました。 
フランスでは、1990 年代中頃から 2000 年頃にかけて死に方が国レベルで大きく変化

したそうです。以前は、日本と同じく胃ろうによる延命が当然のごとく行われていました

が、現在では本人が胃ろうを望まない限り、食べられなくなった時点を寿命と捉え自然に

亡くなる看取りの医療が主流となっています。地域で提供できるサービスには格差があ

り、超高齢化社会に向かう日本にとっては、個人も社会も自立型の老いと自然死への舵を

大きく切り出す必要があるのかもしれません。そんな現実に我々理学療法士は、何ができ

るのでしょうか？ 今一度現実と伴に、今からの 未来を 生き方を 考えてみても良い

時期かもしれません。 



平成23年度 第３回理事会議事録（要約） 

日時：平成23年５月22日(日)9：00～9：55 

場所：熊本総合医療リハビリテ－ション学院 

出席者： 

(理事)北里･大島･坂崎･飯星･大脇･川上･三宮･ 

   田島･野津原･野間･前田･光本 

(監事)中島･寺川 

(総会議長)松岡(イエズスの聖心病院) 

欠席者： 

(理事)小森田･筒井･増田 

書記： 

坂本(熊本総合医療リハビリテーション学院) 

木下(熊本リハビリテーション病院) 

 
１．報 告 事 項 

１）平成23年度研修会等の変更について 

【保険部】 

○第１回保険診療研修会       

  平成23年４月27日(水) ⇒ 開催中止 

【事業部】 

○熊本県理学療法士協会杯グランドゴルフ大会 

  平成23年５月 ⇒ 平成23年10月 

【教育部】 

○管理者教育カリキュラム 

  第１クール 平成23年６月 ⇒ ６月20･21日 

第２クール 平成23年８月 ⇒ ８月18･19日 

第３クール 平成23年10月 ⇒ 10月20･21日 

第４クール 平成23年12月 ⇒ 12月15･16日 

○コミュニケーションスキル研修会 

           (第１回卒後教育研修会) 

  平成23年６月下旬 ⇒ 平成23年７月24日 

  熊本保健科学大学  ⇒ 西日本リハ学院 

○九州ブロック臨床実習研修会 

  平成23年11月 ⇒ 平成23年11月27日 

【糖尿病小委員会】 

○糖尿病ウォークラリー 

  平成23年10月 ⇒ 平成23年10月２日 

【スポーツ領域小委員会】 

○第１回テーピング講習会 

  平成23年７月 ⇒ 平成23年８月７日 

○車いすテニス大会支援  

  平成23年度  ⇒ 平成23年７月17･18日 

２）りんどう賞について      【事務局】 

(坂崎)表彰審査委員会より追加申請あり。三役協議のも

と、活動実績がもう少しあった方がよいと思われた為、

見送りとした。 

３）第１回新人研修会入会受付について 

                 【事務局】 

(坂崎)新人研修会で新入会員申し込み、会費の徴収につ

いて、入会金管理等の都合より事前申し込みとしたい。 

 

２．協 議 事 項  

１）総会の進行について 
(会長)開会の辞に先立ち、物故会員に対しての黙祷をし

たいと思う。 

(坂崎)開会の辞を大島副会長に、会長挨拶は北里会長に

お願いしたい。現時点で定足数を満たしている。議長は

聖心病院の松岡氏を理事会からの推薦としたい。議長の

進行で書記・議事録署名人の選出をお願いしたい。第１

号議案は平成22年度の事業報告と決算に関する件であ

る。重点事業についてプレゼンテーションを準備してい

る。引き続き事業報告と決算報告を事務局より説明す

る。 

(大島)会長の方から冒頭に重点事業を総括した説明は

いらないのか？ 

(会長)初めに私の方から総括を入れる。 

(坂崎)引き続いて監査報告。その後議長より質疑を受け

て頂く。質問があれば、執行部が対応する。質疑終了後

挙手にて承認を頂く。裁決後、議長を解任頂くことにな

る。引き続いて表彰を行う。｢りんどう賞｣として、東病

院の上村氏。学会長表彰、新人賞として、池田氏・當利

氏・杉本氏・有村氏・橋本氏の表彰を行う。この後にロ

ゴマークの紹介とする。閉会の辞は、前田理事にお願い

したい。 

 

２）訪問リハ対策特別委員会  

  アンケート活用について 

         【訪問リハ対策特別委員会】 

(光本)昨年の６月と11月の２回にわたって県内の居宅

介護支援事業所の介護支援専門委員の方から487の回答

を頂き、その調査結果がまとまった。今一度確認頂きた

い。 

 

 



３）定款５次案(最終案)の理事会承認について 

         【公益法人対策特別委員会】 

(前田)５次案は、４月27日に県庁確認後修正を加えた最

終案である。20条の２項、正会員の半数以上であって、

というところを削除している。１項でその文面があるの

で分かりづらいと説明して取った方がよいであろうと

いわれた。42条資産の管理･運用では、運用をしていな

いので文言を削除。資産管理規程は只今作成中である。

早ければ、６月の理事会で承認頂き、県庁に提出したい。 

(会長)この件について何か質問は無いか？ 

(中島)20条の「総会の決議は総正会員の議決権の過半数

を有する正会員が出席し」部分は如何か。 

(会長)総会の中でいくつか議決する事案があったとし、

会長を解任するといった場合、私が議決権を行使するわ

けにはいかない。除いた正会員の半分以上が出席してい

ないといけない。その中で過半数といった形にならない

といけない。総会が成立するかどうかではなく、議決と

して、こういう形になるという事であろう。確かに、議

決権の過半数の出席ではなく、議決権を有する正会員の

過半数が出席し、と言うべきであろうが法律の文句では

こうなる。文言はモデル定款に従ってこのままにさせて

頂きたい。 

 

４）ホームページ作成上の修正項目および 

  責任の所在等について 

          【情報共有推進化特別委員会】 

(田島)連盟と情報の共有を行うとき、承認ボタンを設け

るということになっており、その準備は既に出来てい

る。先ずは作業を進める事を許可して頂きたい。また情

報共有に関する権限を会長のみとして限定させて頂き

たい。その際は文書の取り交わしが必要である。 

また、記事掲載等において、日時等が入力されない場

合において、カレンダーに適切に反映されない状況にあ

り、この点について変更をかけようかと思っている。 

(会長)修正をかける事で対応したい。それに関して何か

意見はないか？ 

(理事)会員一致で承認。 

(会長)ボタンを設置する事、ダウンロードの権限は会長

に限定したいという事等、最終的には６月の理事会でつ

めさせて頂く。各自で考えてきて欲しい。 

 

５）その他 

(会長)次回理事会は６月１日(水)予定。その時の書記は

飯星理事にお願いしたい。 

(飯星)了解。              以上閉会 

平成23年度 第１回総会議事録（要約） 

日 時：平成23年５月22日(日)10：00～11：35 

場 所：熊本総合医療リハビリテ－ション学院 

出席者：(理事)北里･大島･坂崎･飯星･大脇･川上 

三宮･田島･野津原･野間･前田･光本 

(監事)中島･寺川 

(総会議長)松岡(イエズスの聖心病院) 

欠席者：(理事)小森田･筒井･増田 

書 記：坂本(熊本総合医療リハビリテーション学院) 

木下(熊本リハビリテーション病院) 

 

１．開会の辞 

２．会長挨拶   

(会長)本年度は、現体制で迎える３年目であり節目の年

である。ブロック訪問等行ってきたが、それを何とか形

にしていきたい。情報を会員へ速やかに発信できるよう

にホームページをリニューアルした。今後５年後、10

年後に協会として生き残っていけるような体制を作っ

ていきたいので、ご審議宜しくお願いしたい。 

 

３．定足数報告 

(坂崎)会員数が1,524名、出席者92名、委任状755通で過

半数を越え、本総会が成立したことを報告する。 

 

４．議長選出 

(坂崎)イエズスの聖心病院の松岡氏を推薦したい。 

(会員)拍手承認。 

 

５．書記任命 

(議長)熊本リハビリテーション病院の木下氏と熊本総

合医療リハビリテーション学院の坂本氏を推薦。 

(会員)承認。 

６．議事録署名人 

(議長)熊本回生会病院の矢田氏と、天野整形外科皮ふ科

医院の高橋氏を推薦したい。 

(会員)承認。 

 

７．議事 

(議長)第一号議案について執行部より説明頂きたい。 

(会長)先ずは、震災義援金について協力頂いた約４万円

を熊日新聞に送金。３月31日には日本理学療法士協会に

100万円送金。引き続き義援金は募りたい。今までに10

3,000円集まっている。①公益法人対策特別委員会につ

いては、今年度中の取得を目指したい。②情報共有推進

化特別委員会では、ホームページの方をリニューアルし



ている。③訪問リハ対策特別委員会では、３団体プラス

熊本訪問リハ研究会の４団体で研修会が行われている。

開設に関しては今後の方向性については考えをまとめ

ていかないといけない。④渉外活動推進特別委員会で

は、県の｢障害のある人もない人も共に生きる熊本づく

り条例｣にパブリックコメントを提出。その他ブロック

訪問では会費の件と公益法人取得の進捗状況について

説明させて頂いた。管理者研修は、無事に終了し非常に

充実した内容で好評を頂いている。 

 

①公益法人対策特別委員会 

(前田)設置目的は公益法人制度への対応である。活動内

容は､①新定款(４次案)の作成、事業内容の仕分け整理、

定款細則はじめ諸規程の見直し・作成 ②主務官庁との

連絡調整 ③他県理学療法士会・他団体からの情報収集

 ④説明会･研修会への参加 である。 

４月27日に県庁に出向き、新定款は修正等もふまえ５次

案まで作成中である。定款の細則についてはホームペー

ジにアップしてあるのでご確認いただきたい。１つ不十

分な項目があり、資産の管理が作成不十分であるため早

急に対応したい。９月ぐらいを目途に公益法人化の申請

を進めていく予定で進めているのでご理解頂きたい。進

捗状況は概ね90％と評価している。 

 

②情報共有推進化特別委員会 

(田島)設置目的は情報共有推進に向けて、①事務局機能

の分散化 ②ＩＴ促進による事務局機能の省力化と会

員管理システムの推進 ③会員への情報提供システム

の構築である。活動内容は ①ホームページ作成②新ホ

ームページへの移行 ③保全・管理契約の見直しである。

個人フォルダを作成していので、各自管理のもと有効活

用頂きたい。更なる充実に向けてご協力頂きたい。 

 

③訪問リハ対策特別委員会 

(大島)設置目的は会長方針として平成24年４月の介護

報酬改正時に熊本県下で６つの訪問ステーションを配

置することを目標としていたが、今の段階ではどのよう

な方向性になるのかはわからない。目標達成のため４つ

のチームを設置し活動。 

①ステーション設置チーム： 

起業会員を対象とした意見交換会、訪問リハステー

ション設置・支援に向けた取り組み。 

②研修チーム： 

関連団体とともに『熊本訪問リハビリテーション研

修協議会』を設置し、実務者研修会を開催。 

③専門性チーム： 

現状把握と専門性の確立に向けての取り組み 

④調査チーム： 

訪問リハに必要な調査内容の検討・実施 

 

④渉外活動推進特別委員会 

(会長)設置目的は協会目的を達成するための渉外活動

推進であり、平成22年度活動は、①県及び市町村、保健

所等への提言、意見陳述、事業参画 ②熊本県が制定を

目指している｢障害のある人もない人も共に生きる熊本

づくり条例｣への提言 ③熊本県理学療法士連盟との連

携、関係強化その達成率は60％である。 

 

(坂崎)平成22年度の事業報告として、ブロック訪問の実

施、市民公開講座・福祉研修会・介護教室・介護保険領

域における研修会・介護支援専門員に関する講習会の開

催がある。熊本県理学療法士学会は400名近くの参加を

得、盛会の裡に終了した。『ＰＴあ！』っと健康講座は

腰痛をテーマに過去最高の260名の一般市民の参加があ

った。客体的公益事業では、県市町村関連団体の事業等

への参加協力を行った。一般事業は、学術研修会を３回

開催、新人教育研修会も各プログラムにそって展開され

た。管理者教育研修会は新規事業して開催、卒後教育研

修会は各ブロックで開催されている。簡単ではあるが平

成22年度の事業の報告をさせて頂いた。収支について、

199名の新会員を迎え会費合計は17,421,000円であっ

た。研修会収入は5,319,500円、委託事業収入は513,56

7円、一般的事業収入が320,000円、雑収入は104,983円、

合計24,176,550円が平成22年度の事業活動収入となる。

支出は主体的公益事業、客体的公益事業、一般事業の支

出の合計が7,887,383円、管理費支出の合計が15,595,1

92円となっている。会長の説明にもあったように、義援

金としての支払寄付金で100万円を支出した。投資活動

の部としては、事務局システム構築に関して1,320,000

円、新ホームページ構築に関して5,112,450円が支出さ

れている。以上簡単ではあるが平成22年度の決算の報告

とする。 

(議長)では引き続き、監査報告をお願いする。 

(中島)平成22年度の監査報告をさせて頂く。平成23年４

月26日、協会の事務局で監査を実施した。 

(中島)事業監査：①一部指導を要する状況が散見される

ものの、概ね事業計画に従って適切に実施されている。

②公益法人への対応については、機会ある毎に説明なさ

れ、その目標に具体的目途がつきつつあることは評価で

きる。③ホームページの抜本的改定がなされ、今後会員



への迅速な情報提供や確実な会員管理がなされようと

していることは評価できる。 

会計監査：①当年度の予算案に基づき概ね適切に執行さ

れている。②預金通帳、総勘定元帳等の会計事務に伴う

各種書類の整理及び管理は適切になされている。③預

金、現金並びに所有財産については概ね適切に管理され

ている。 

指導事項：①会費未納者への対応は評価できるが、今後

の事務業務の簡素化を図る目的で、速やかに｢楽天カー

ド｣へと切り替えさせ、その割合を増やすための具体的

な検討と行動を示されたい。②予算執行率が50％以下2

5事業に認められるため、適切な指導・調整を図って頂

きたい。③訪問リハ体制強化は今後どのように取り組む

のか明確にして欲しい。④財産運用に関しては適切な対

応をする必要があり早急に対策を講じて頂きたい。以上

平成22年度の監査報告とする。 

(議長)事業報告・決算に関して質問は。 

(溝田)１点目、管理費支出額と正味財産増減計算書の管

理費の差異について、２点目は事業支出と管理支出の割

合が、公益を目指す状況で十分か否か。 

(坂崎)２点目に関して、３月の総会においては公益性5

4％と報告。県庁とのやり取りのもと再度見直しを行い、

60％に近づくように出来るのではないかと推測する。１

点目に関しては確認次第説明をする。 

(議長)他に質問はないか？ 

(会長)日本理学療法士協会の総会は今年度から代議員

総会が総会として開催される。議題があれば、県協会も

しくは、代議員宛一報頂きたい。 

(溝田)様々な施設が地震に限らず土砂災害など含めと

てもリスクの高い所に立地している。ついてはリハビリ

テーションリスクマネージメントに是非早めに取り組

んで頂きたい旨をお願いしたい。 

 

(議長)ここで１点目の質問に対して回答頂きたい。 

(坂崎)ご指摘の差額は、税金と減価償却費の加減による

もので、正味財産増減計算書の金額となる。額面として

は間違い無い。速やかな説明ができず申し訳ない。 

(議長)第１号議案について決を取りたい。ご承認頂ける

方は挙手をお願いする。 

(福島)100名中84名挙手。 

(議長)過半数を超えている為、本件は承認された。 

他にないか。これをもって議事を終了したい。 

 

８．議長解任 

(議長)議長並びに書記の解任をする。 

９．表彰 

『りんどう賞』上村幸司氏（東病院） 

『学会長表彰』 

学会長賞： 

池田真人氏（整形外科井上病院） 

當利賢一氏（介護老人保健施設清雅苑） 

新 人 賞： 

橋本隆哉氏（熊本リハビリテーション病院） 

杉本一洋氏（熊本セントラル病院） 

 有村裕子氏（青磁野リハビリテーション病院） 

その他：ロゴマーク紹介 

 

10．閉会の辞 

以上閉会 

 

平成23年度 第４回理事会議事録（要約） 

日時：平成 23年６月１日(水)19：00～21：15 
場所：熊本総合医療リハビリテ－ション学院 
出席者： 
(理事)北里･大島･坂崎･飯星･大脇･川上･三宮･ 
   田島･筒井･野津原･野間･前田･増田･光本 
(監事)中島 
(事務局員)坂本 
(事務職員)石黒・前田 
欠席者： 
(理事)小森田・(監事)寺川・(相談役)森重 
(事務局員)山本･福島･久米野 
書記：宮田・野田 
   (熊本駅前看護リハビリテーション学院) 
 
１．報 告 事 項 

１）特別委員会報告 

◇公益法人対策特別委員会 

○会館設立について 

(前田)私案として熊本市周辺に300坪の土地購入。３階

建ての鉄筋構造(１Ｆ100坪)、他 敷地は駐車場(200坪)

総額２億円を想定。ご意見を頂きたい。 

(増田)購入でなく借用という考えもある。 

(大島)１億程度の中古物件は探せないか。 

(前田)まだ不確定なことが多いため、３日～４日までに

連絡をいただきたい。 

◇情報共有推進化特別委員会 

(筒井)査読システムについて、県学会の演題等の報告、

演題募集については従来から変更され、７月１日からの

開始になる。 



◇渉外活動推進特別委員会 

(会長)５月６日に障がいのある人もない人も共に生き

る熊本づくり条例案のパブリックコメントを提出した。 

 

２）平成23年度研修会等の変更について 

○第42回市民公開講座   【学術事業部】 

【変更前】 

平成23年８月  

 「ベッドサイド・リハ 

 ～トランスファーの仕方や筋力増強について～｣ 

【変更後】  

平成23年８月28日(日)9：00～12：00 

 ｢ベッドサイド・リハ 

 ～トランスファーや廃用予防を中心に～｣   

 

３）日本理学療法士協会九州ブロック会報告 

                  【事務局】 

(坂崎)日本理学療法士協会九州ブロック会22年度の報

告と決算、23年度計画と予算をホームページにアップ

済み。確認頂きたい。 

 

４）義援金報告           【事務局】 

  平成23年５月31日 104,342 円 

 
２．協 議 事 項  

１）組織検討特別委員会への意見・要望について 

                  【北里会長】 

(会長)今年度１年間の時限の特別委員会。テーマは①ブ

ロック再編について、②小委員会の構成について、③従

来の部局の編成についてである。 

 

２）資産管理規程(案)について 

          【公益法人対策特別委員会】 

(前田)先週委員会を開催。６章立ての24条で作成した。

今回これは始めて作る形になったので、この理事会で認

めていただければ公益法人をとった段階では自動的に

残るということになる。 

(坂崎)会計処理規程と不整合が起こらないように連動

できるようになっている。 

(大島)資産管理責任者はだれになるのか。 

(前田)事務局長。総括責任者が会長となる。 

(大島)主が事務局長と会長で、その他は監督ということ

になる。 

(会長)その他ご意見ご質問はないか。なければこの案を

もって県庁のほうに一度提出としたい。賛成という方は

挙手をお願いしたい。 

(理事)賛成（全員一致） 

 

３）熊本県障がい者地域リハビリテーション協議  会

専門部会委員への就任について        【事務局】 

(会長)継続対応したい。 

 

４）医専連理事会開催について           【事務局】 

 ○医専連理事会  

  日時：6/13(月)19：00～ 

  場所：熊本市医師会館 

 ○パールラインマラソン健康測定にかわる事業に  

ついての提案、意見等について 

 ○医専連代議員・同予備代議員等の推薦について 

(会長)報告として、小森田副会長の副会長と理事の辞任

申し出に対して、田島理事に理事候補の代議員、増田理

事に代議員、そして予備代議員を大脇理事にお願いした

い。 

 

５）求人広告について           【厚生部】 

(光本)求人広告について、どのような取り扱いをするの

か再度確認をしたい。 

(会長)公益法人をとった士会もあるので、調査したうえ

で次回あたりに協議したい。 

(田島)他の県士会に確認するというよりも、まずは県に

確認するのが先ではないか。 

(会長)全国協会のホームページの求人情報は全国協会

に申し込めば出るのか。今後のやり方としては厚生部が

どんな求人情報、広告、内容等詰めてもらってから県の

方に聞いてみる。 

(会長)人材バンクの目的がリカレント教育に変わった

ので、ここに力をいれるというより、リカレント教育の

整備に力を入れた方がいいか。メリットがあるようなら

検討していただいて構わない。 

(光本)厚生部に持ち帰って、県のご意見を聞いたほうが

うまく進むのかなと思う。 

 

６）訪問リハ対策特別委員会 アンケート活用について

（第３回理事会継続審議） 

【訪問リハ対策特別委員会】 

(光本)ホームページには、アンケート結果を会員のみで

載せるか、一般も載せるようにしてケアマネージャー協

会からもリンク可能とするか。 

(会長)会員向けには全部載せ、これに対する意見を１～

２週間募っていく。一般にはポイントのみ載せる。今回



の意図として、弱い地域への社会資源の必要性を検討し、

施設を増やすなど地域への働きかけを行うこともある。

またこれを活用して学会発表や、医師会や看護協会と一

緒にバックアップの提案ができるとよい。  

(大島)ケアマネージャーの会員ページには？ 

(会長)公表していく。 

 

７）ホームページ作成上の修正項目および責任の所在等

について（第３回理事会継続審議） 

【情報共有推進化特別委員会】 

(田島)マイページに個人データを理学療法連盟の方と

使用してよいかという承認の印をいれていただくと、同

時に下部に個人の連絡先の升目が出るような形をとっ

ていただき、連盟で使うということの承認を作るかとい

うこと、その管理責任者としてのデータのやり取りを行

わなければならないということになるので、会長を責任

者とし、また政治連盟においても責任者を会長とし文章

等のやり取りを責任持って明確にしていただかないと、

個人情報の管理も問題になってくると思う。同意したも

ののデータが取り出せるようになるだけで連盟のほう

に直接はいかない。事務局との不整合もない。 

(会長)新しいデータで、もし外している人がいたらどう

する。少なくとも協議しないといけないことはホームペ

ージ上に個人情報を承認するようなボタンを作るとい

うことに関してはよいか。そのデータを取り出す際の責

任は、協会と連盟の各会長にあり、取り扱っていくとい

うことでよろしいか。 

(理事)了承。 

 

８）その他 

(川上)全国医療介護福祉連携学会が熊本で８月20日、

21日に行われる。演題募集を120題と予定していたが、

昨日の段階で53題という状況であった。できれば各ブ

ロック長に連絡し、連絡網を使って各施設に連絡ができ

たらと思いこの場でご相談をしたい。 

(会長)理学療法士協会が後援しているということもあ

るので、至急承認をしていただいてホームページに載せ

ていくと同時に、各理事が自分の施設等に持ち帰り、近

隣の施設などにも呼び掛けていただいてよろしいか。 

(理事)了承。 

(野津原)今後公益事業拡大に伴い、広報活動などが少し

複雑になってくる可能性もあるので、簡単なマニュアル

などを作成することが望ましいと思われる。 

(会長)渉外活動特別委員会で対応する。つまり理事会で

対応するということになる。文書の依頼から、広報の手

伝いなど皆でやることで、公益事業のやり方を勉強して

経験していきたいと思う。まずは必要な書類を出さない

といけない。 

(前田)パールラインマラソンの健康測定については天

草ブロックの事情を知っている方に連絡してみたら良

い意見がでるのではないか。 

(会長)天草ブロックのブロック長に意見をもらうよう

にしたい。意見あれば田島先生までご連絡を。 

(野間)ねんりんピックに関してメディカル的サポート

について何らかの情報はあるか。 

(坂崎)一つのイベントで福祉機器展等をするので後援

してほしいという依頼はあった。 

(会長)情報収集をしてアピールになれば関わっていく。

熊本城マラソンも同様、市に協力するような形でいいの

ではないかと思う。 

(光本)6月 19日の新人研修に合わせて入会手続きにお

手伝いが必要となるかもしれない。 

(坂崎)事前入金並びに、入会手続きの書類も事前送付に

て対応。研修会後、事務局からの簡単な説明で終わる予

定。３～４名で対応可かと思う。しかし、現時点で手続

きが終了している者は８名程度。 

(会長)県下で何名くらいいるか。 

(光本)把握しているだけで168名以上。 

(坂崎)200名は超えるのではと予測。事前の手続きにつ

いて再度FAXを流す予定にしている。当日の現金受け取

りはしない。基本的に振込をお願いしたい。 

  

(会長) 特になければこれにて終了する。 

                 （以上閉会） 

 

平成23年度 第5回理事会議事録（要約） 

日時：平成23年７月６日(水)19：00～21：30 

場所：熊本総合医療リハビリテ－ション学院 

出席者：北里･大島･飯星･大脇･川上･三宮･田島･ 

    筒井･野間･前田･増田･光本 

(監事)寺川･中島 

(事務局員)坂本(事務職員)石黒･前田 

欠席者：(理事)坂崎･野津原 (相談役)森重 

(事務局員)山本･福島･久米野 

書記：河上･市坪(北部脳神経外科・神経内科) 

 

１．報 告 事 項 

１）特別委員会報告 

◇公益法人対策特別委員会     [前田理事] 

(前田)県庁訪問報告としては定款・定款細則・別に定め



る規定(資産管理規程以外)について再指導なし。事業費

率が58％ブロック内の研修会も含めると60％超えるの

でその方向で進める。会館設立費用は特別会計で口座は

別管理とする。９月申請であれば、23年度予算で行う。

会館設立計画返済計画は、現在の貯蓄額3,000万に10年

間での貯蓄額2,000万に借入金5,000万、設立総額１億を

毎年200万返済25年払い。 

 

◇情報共有推進化特別委員会    [筒井理事] 

(筒井)７月１日からホームページ公開し、演題申し込み

を開始。 

 

◇訪問リハ対策特別委員会     [大脇理事] 

(大脇)研修協議会は、4回までで終了。残り１回にて、

実務者研修は終了である。 

(筒井)吸引のセミナーを9月24日の午後と25日に行う

予定。今回も公益事業で行う予定。 

(大島)事例集をホームページに準備中。 

 

◇渉外活動推進特別委員会       [会長] 

(会長)ねんりんピック等の支援依頼あり。 

 

◇組織検討特別委員会         [会長] 

(会長)組織全体を見直す方向で検討中。 

 

２）平成23年度研修会等の変更について [会長] 

○第１回学術研修会        【学術部】 

【変更】テーマ：｢運動器疾患におけるクリニカル・ 

       リーズニング｣ 

○第16回熊本県理学療法士学会【学会評議員会】 

【変更】期日：平成24年２月19日(日) 

○糖尿病小委員会研修会【糖尿病小委員会】 

【変更】期日：１～２月日曜 場所：熊本中央病院 講

師：東大弼氏(熊本リハビリテーション病院医師) 

○第１回保険診療研修会【保険部】 

【変更】延期開催するなら８月か９月辺りを検討。 

○車いすテニス大会｢九州大会～熊本OPEN～｣支援  

         【スポーツ領域小委員会】 

 派遣者：17日(日)２名 18日(月)２名 

○九州ブロック教育・学術担当者会議【教育学術局】 

日時：7月30日(土) 場所：博多グリーンホテル 

○九州ブロック臨床実習研修会・担当者会議 

                 【教育学術局】 

 日時：平成23年11月27日(日) 場所：調整中 

○管理者教育カリキュラム【教育部】 

（第２クール） 

【変更】テーマ・講師： 

 ｢コミュニケーションスキル｣ 

 ｢チームビルディング｣(徳丸由美子氏) 

 ｢地域医療連携(地域完結型医療・連携パス) 

 ◎大腿骨近位部骨折｣(野村一俊氏) 

 ｢地域医療連携(地域完結型医療・連携パス) 

 ◎脳血管疾患(CVA)｣(橋本洋一郎氏) 

（第３クール） 

【変更】テーマ・講師： 

 ｢理念→方針→組織→人事の関係性｣ 

 ｢目標管理とは｣(松本一喜氏) 

 ｢グループ・ダイナミックス対人関係のスキルア ッ

プ～行動変容のノウハウ探し～｣(吉田道雄氏) 

３）その他 

(田島)県学会の際、会場が取れなかった場合、会場費が

かかり参加費を上げる事になるが、公益性の部分にもか

かるので上げることは難しい。詳細が分かり次第報告す

る。 

 

２．協 議 事 項 

１）かくどけいCD-R在庫の配布について【広報部】 

(会長)今年度はCD-Rを500枚製作し、各施設１枚配布。

現在施設数は428施設で、70枚程度余る。この在庫分

を会員数の多い施設に分配してはどうか。ご検討をお願

いする。 

(田島)今後はホームページも活用すればよい。 

(会長)必要な施設には申し出てもらう。二つ目は非会員

に対しても配る。養成校を含め外向けに可能な限り配る。

CDをいつまで配布するのは、今後検討が必要。これら

を再度広報部で検討するようにする。 

 

２）熊本県版SVの手引きについて  【教育部】 

(会長)熊本県内の養成校から希望があった場合は、SV

会議等で手引きの配布を認めるかどうかについて、理事

会の見解を仰ぎたい。 

(大島)冊子で配布予定。 

(会長)製本し各施設に１部ずつ配布することは承認。 

県内の養成校でのSV会議の時、養成校の希望があった場

合は配布していいか。 

(大島)学校の判断でSVの手引きは使ってかまわない、い

ろんなところで使っていいと承認が必要。ホームページ

からもダウンロードできるようにする予定。 

(会長)学校の判断で使っていい。自由に使用可能とする。 



(大島)九州ブロックの話で教育・学術担当者会議の際に

も配布する予定。 

(会長)承認。 

 

３）ブロック研修会の公益事業化について 

          【公益法人対策特別委員会】 

(前田)ブロック開催の研修会を公益事業化して、生涯学

習とは別で考え、対応や対策を練る必要がある。今年度

の事業計画では58％である。他団体は60～70％超えて

いる。公益法人では50％を超えれば問題ないといわれ

ているが。 

(大島)会員限定などの新人研修会では会員を限定とし、

会員を教育し県民に寄与するならば、公益性があるとの

解釈でよいのか。 

(前田)県の担当者は、直結的に理学療法士が研修を受け

県民にこういう効果があるとうたわれる場合は公益性

があるという考え方である。 

(会長)協議事項にも挙げていたブロックの担う役割等

は組織検討委員会にて検討、理事会に提案する。 

 

４）県内非会員の把握について 

          【公益法人対策特別委員会】 

(前田)公益法人獲得のためには、非会員把握が必要。調

査の方法はブロックで実施する事とし、入会の把握も行

う。退会した人に関しても調査し、年に一回実施するこ

とである程度の把握は可能だと考える。内容は今後詰め

ていく。 

 

５）会館設立における会員の負担金について 

          【公益法人対策特別委員会】 

(前田)会館設立の費用として１億円の物件、毎年200万

円ずつ25年払いを検討。10年間実施しながら考える案

を提案する。設立資金及び維持管理費用として会員から

毎年1000円の負担金を検討中。また、会館の利用はレ

ンタルでも可能。 

(会長)総会開催は会館でなくても良い。全員入る会館は、

相当の大きさが必要で費用もかさむ。直ちに結論は出な

いが、定期的に協力金の問題も含めて検討していく。協

力金の事は組織運営に関わってくるので会館が完成す

るまで徴収しない方がいいと思う 

 

６）職業体験イベントを実施した場合の企画案について

                  【田島理事】 

熊本市保健医療専門団体連合会では、若年層を中心とす

る職業体験イベントを企画。各団体での企画案７月15

日に検討・提出していただきたい。 

(会長)パブリックコメントのなかに小学生・中学生に障

害者体験、あるいは障害者施設での交流通じ、障害に対

しての理解を深めてもらいたいという意見あり。我々は

障害者体験や車椅子体験を含めて協力できることを意

見として挙げている。職業的なアピールにも繋がる。 

(田島)イベントでは①ストレッチ、アイシング、テーピ

ング講座 ②障害体験はどうであろうか。 

(中島)医専連が「ナイストライ」についての理解をまず

深めてもらいたい 

(会長)上記２案に「ナイストライ」も加えて提出。 

 

７）ねんりんピック熊本大会支援について 

               【坂崎専務理事】 

会期：23年10月16日（日）～17日（月） 

場所：運動公園・県体育館・市体育館・植木弓道場・

富合町健康づくりセンター 

内容：上記会場にて｢健康づくり教室｣を開催。 

 ①内容：簡単なストレッチ等の運動指導を予定 

 ②人員：16日は12名、17日は４名の配置の予定。 

(会長)内容は要検討。協力は理事を中心に進める。ホー

ムページや部長会でも参加をお願いする。 

 

８）熊本城マラソン支援について【坂崎専務理事】 

会期：24年２月19日（日） 

種目：フルマラソン・30㎞・５kmコース等 

(会長)開催要項が決まってから活動内容を検討する。 

 

９）震災支援チャリティＴシャツの購入販売につい 

  て            【坂崎専務理事】 

(会長)日本理学療法士協会ではチャリティＴシャツを

作成。当協会でも100枚一括購入し販売する予定。 

 

10）その他 

・学会の表彰規定について 

理事会で最終的な承認をとる。以前の内容の通り、承認

される方は挙手をお願いする。全員承認。 

・シティＦＭについて 

(増田)健康増進をテーマにシティＦＭに出演。 

・臨時総会について 

(前田)８月の理事会にて臨時総会の提案を行う。日程は

9月10日19時に熊リハにて予定。 

以上、閉会 



 

 

 

 

こんにちは。教育部部長の前田です。 
毎日暑い日が続きますね．．． 
今年は全国的に自然災害の当たり年といっても良

いくらい、様々なことが起こりました。新燃岳（宮

崎）の活動活発化や東北大震災、長野県の震災、梅

雨時の集中豪雨、台風 12 号の被害。くわえて福島第

1 原発事故（これは半分は人災）。被災した方々、

復興に向けて立ち上がっている方々に心からお見舞

い申し上げたいと思います。 
 
さて、教育部では、8 月に管理者教育カリキュラム

第 2 クールが終了し、折り返し点を通過しました。

また卒後教育研修会が随時各ブロック・各地区で開

催され、段々と、卒後教育も県内に定着しつつある

と感謝いたしております。ご参加いただいておりま

す皆様、またご協力いただいております関係各所の

皆様には、心からお礼申し上げます。では、毎度恒

例になりましたが各班の活動情報です。 
 
◎卒後教育班：各ブロック・地区では随時卒後教育

研修会（初級編・中級編）が開催されております。

卒後教育班では、各ブロック・地区の皆様によりス

ムーズに研修会を開催・受講していただけるように

する為、開催担当の皆様と連絡を取り合っておりま

す。お忙しいとは存じますが、こちらのほうへも是

非ご参加下さい。また、いろいろとご意見がありま

したら、今後の参考にいたしますので、ぜひ協会ホ

ームページのお問い合わせフォーム、もしくは下記E
－Mailアドレスへお寄せ下さい。 
◎臨床実習教育班：8 月に第 3 回目の班会議を開催

し、「熊本県版スーパーバイザーの手引き」の発送

に向けて準備を続けています。おそらく、このかく

どけいが届く頃には皆様のお手元に届いているので

はと思っております。ぜひご一読いただき、臨床実

習教育の参考にしていただければと思っております。

ご意見もどしどしお寄せ下さい。皆様の力で、この

手引きを育てていただければと思います。よろしく

お願い致します．また，熊本県理学療法士協会ホー

ムページに平成 23 年度九州ブロック臨床実習指導

者研修会の申込フォームをアップしました。多くの

皆様にご参加いただければと思っております。ご応

募の程よろしくお願い致します。 

教 育 部    部長 前田 英児 

◎管理･運営教育班：8 月 18 日（木）～19 日（金）

に管理者教育カリキュラム（第 1 ステージ）第 2 ク

ールが開催されました。8 日午後～19 日午前の 8 時

間は、徳丸由美子先生（青磁野リハビリテーション

病院リハビリテーション部長）にコミュニケーショ

ンスキルとチームビルディングについてご講義頂き、

19 日午後は野村一俊先生（国立病院機構熊本医療セ

ンター統括診療部長）と橋本洋一郎先生（熊本市民

病院診療部長）に地域医療連携（大腿骨近位部骨折

とCVA）についてご講義いただきました。受講者の

皆様も大変熱心に受講されておりました。今後も良

い学びを提供できるように運営してまいります。ま

た、2 ステージの計画も徐々に進行し始めておりま

す。ぜひ受講したいという項目等ございましたら、

協会ホームページのお問い合わせフォーム、もしく

は下記E－Mailアドレスまでご意見下さい。 
☆もう覚えていただけましたか？教育部のビジョン

は．．． 
 現状における臨床実習教育の課題を抽出し、標

準的指導指針を模索する。そのテキストとして、

日本理学療法士協会発行の臨床実習の手引き

（第 5 版）を用い、養成校、臨床実習施設の共

通目標を確認する。 
 理学療法士としての専門的知識や技術の重要性

もさることながら、卒前教育の限界と卒後教育

での課題と思われる、基礎的な項目の習得の一

助となる教育システムの構築を行う。 
 上記内容を把握し、人材（財）育成、組織的管

理のできる管理者を育成し、理学療法士の職域

拡大や就労後の教育レベルの向上を図る。 
を掲げております。 
 
教育部に対する、ご意見・ご要望等ございましたら、

私（前田） rptmaeda@yahoo.co.jp までご連絡下さ

い。よろしくお願いいたします。 
 

 

mailto:%E7%A7%81%E5%89%8D%E7%94%B0rptmaeda@yahoo.co.jp
mailto:rptmaeda@yahoo.co.jp


  
 

 

厳しい残暑も幾分か和らぎ、今号が配信されるころは

随分と過ごし易くなっていると思われます。会員の皆様

におかれましては益々ご健勝のことと存じます。秋は食

欲、行楽、勉学の季節です。研修会を受講する上では最

適な季節となって参りました。会員皆様の研修会ご参加

を心よりお待ち申し上げます。 
 さて、現在までに開催されました研修会の報告ならび

に今後開催予定の研修会についてご連絡いたします。 
 

【終了報告】 

○第10175回理学療法士講習会（応用編） 
テーマ：徒手理学療法～Mulligan Concept :Upper 
Quarter～ 
日 時：平成23年8月20、21、22日 
会 場：九州中央リハビリテーション学院 
講 師：Toby Hall先生（Curtin大学） 
       Kim Robinson先生（Curtin大学） 
通 訳：藤縄 理先生（埼玉県立大学）  

赤坂 清和先生（埼玉医科大学）       
中山 孝先生（東京工科大学） 

       松井 ランディ正男先生（熊本整形外科病院） 
    田代 梓先生（熊本大学医学部附属病院） 
受講者：36名（会員35名、会員外1名） 
所 感：本年度の理学療法士講習会（応用編）は、昨年

度に引き続き徒手理学療法 Mulligan Conceptについて、

オーストラリアのCurtin大学よりToby Hall先生、Kim 
Robinson先生をお招きし開催されました。今回は 
Mulligan Concept :Upper Quarterというテーマで頚

部・胸部・上肢に対するMulligan Conceptに基づく徒手

療法を学びました。Mulligan Conceptの説明を簡単にし

ますと、カルテンボーンの流れを汲む徒手療法で、大き

な特徴はMWMS（Mobilization With Movements）と

いう自動運動を伴うモビライゼーションを行うことです。

その基本原則は痛みを起こさず、その場で変化し、その

効果が持続するというもので、徒手療法界では画期的な

手技として世界的に注目されています。 
通訳の先生方は日本の徒手療法の第一人者である、藤

縄理先生（埼玉県立大学）、赤坂清和先生（埼玉医科大

学）、中山孝先生（東京工科大学）を中心とした熟練の

理学療法士をお迎えしました。 
受講者の過半数は県外からの参加であり、経験年数10

年以上のベテラン理学療法士も目立ち、Mulligan 
Conceptに対する全国的な関心の高さを実感しました。 学 術 部      部長 今屋 将美 

本講習会の魅力は何といっても実技時間の長さです。

治療手技の方法やエビデンスについての講義が終わると

即実践練習に入ります。3日間に渡り、講師直々の指導

で十分に時間をかけて手技を学び、技術を習得していき

ます。 
受講者からは実技練習時間が多くてよかった、講師・

通訳の先生方から丁寧・熱心に指導していただいた、臨

床に役立つ知識・技術が身についた、貴重な講義を日本

で受けられたことに感謝します、などの感想が多く聞か

れました。 
次年度もMulligan Conceptに基づく神経系モビライ

ゼーションの講習会を企画しておりますので、県内外問

わず多くの方々に参加していただきたいと思います。 
（熊本大学医学部附属病院 加治哲也） 
 

 

 

 
 

 



【連絡】 
○第1回学術研修会※ 
期 日：平成23年9月9-10日（土、日） 
テーマ：運動器疾患におけるクリニカルリーズニング 
講 師：亀尾徹先生（新潟医療福祉大学） 
会 場：九州中央リハビリテーション学院 
参加予定者：48名 
※本研修会はすでに終了しておりますが、終了報告は

次回のかくどけいで掲載させていただきます。 
○第2回学術研修会 
期 日：平成23年11月5-6日（土、日） 
テーマ：｢臨床で活用できる呼吸理学療法・最新の理

論と技術｣ 
講 師：堀江淳先生（神戸国際大学理学療法学科） 
会 場：九州中央リハビリテーション学院 
対 象：医療関係職種 
定 員：55名 
※10月1日より参加募集予定です。奮ってご参加下さ

い。 
○第3回学術研修会 
期 日：平成24年1月29日（日曜） 
テーマ：脳生理について（仮） 
講 師：高草木薫先生（旭川医療大学） 
会 場：熊本保健科学大学 
対 象：医療関係職種 

 定 員：120名 
 ※現在、新人会員の会員番号取得の関係上申し込み方

法を HP 上と電子メールでの 2 通りで実施しています。

会員皆様のご協力によりスムースに受付が出来ておりま

す。今後も上記2通りの方法での申し込みとなる予定で

すが会員皆様のご協力を引き続き宜しくお願い致します。

ご不明な点は随時受け付けておりますのでお気軽にご相

談下さい。 
 
 
 
第 42回市民公開講座 ベッドサイドリハ 
～廃用予防やトランスファーの仕方を中心に～ 

開催報告 
平成 23年 8月 27日（日）に熊本総合医療リハビリテ

ーション学院を会場として、第 42回市民公開講座「ベッ

ドサイドリハ～廃用予防とトランスファーの仕方を中心

に～」を開催致しました。定員を超す 42 名の医療従事

者の方々（介護職、看護師、作業療法士、理学療法士）

が参加されました。熊本中央病院の上村恭生先生を迎え、

前半は講義中心、後半は実技中心の内容で行われました。 
講義では、廃用症候群を予防するための関わり方や、

基本動作（起き上がり、立ち上がり、移乗動作等）の重

要性などをお話しして頂きました。実技では 4～5名のグ

ループに学術事業部員が 1名つき、実技練習を行いまし

た。ベッドサイドで出来る簡単な可動域訓練・筋力訓練

や、基本動作の介助方法を力学的な解説を交えて練習し

ていただきました。受講者の方からの質問や意見も多く、

意見交換の場ともなりました。 
すぐに現場で使える知識・技術を学べる内容で、どの

受講者も最後まで熱心に受講されていました。 

 

 

まず、お詫びです。第 3 回新人研修会を１年次テーマと

ご案内いたしましたが、2 年次テーマの間違いでした。こ

ちらのミスで申し訳ないのですが、１年目の先生方は受

講対象となりませんので、ご了承ください。 
 
第 3 回新人研修会は 10 月 9 日(日)に熊本保健科学大

学にて行います。2 年次テーマですので経験 2 年目以

降の先生方が対象です。申し込みはメールにて受け付

けています。詳しくは案内文またはホームページをご覧

ください。 
 

※新人プログラムが修了された方へ 
今年度より新人プログラムの修了受け付けおよび修了

処理が随時となりました。修了された方は手帳内の修了

申請書に必要事項をご記入のうえ、下記まで郵送してく

ださい。 
 
 
 
 
 
※研修会の申し込みやご不明な点は、 

メールにてお願いいたします。 
アドレス kpta_lle@hotmail.com 

 
 

 

 

 

学術事業部     部員 緒方 重明 

 

生涯学習部     部長 星澤 厚志 

〒861-8003 
熊本市楠7丁目10－8 

星澤 厚志 宛 

mailto:kpta_lle@hotmail.com
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 	,É F GH

 

7� 10 �	�
IJ�K!L"£��OÚMNUO(PQ
)
Þ�OFRoST^UVE��� ;<='S>2©W
101?2w���E9?JXY 110?@� ;HIJ<='S�>Z[�7�@� T2<='Jùrs>K× 

\\\\ ]]]] ^̂̂̂ ^_^_^_^_ `a`a`a`a bcbcbcbc

dddd eeee ^̂̂̂ ^_^_^_^_ fgfgfgfg hihihihi
 

mailto::@���AZ2�-���.��/�
mailto::@���AZ2�-���.��/�
mailto::@���AZ2�-���.��/�
mailto::@���AZ2�-���.��/�
mailto::@���AZ2�-���.��/�
mailto::@���AZ2�-���.��/�
mailto::@���AZ2�-���.��/�
mailto::@���AZ2�-���.��/�
mailto::@���AZ2�-���.��/�
mailto::@���AZ2�-���.��/�
mailto::@���AZ2�-���.��/�
mailto::@���AZ2�-���.��/�
mailto::@���AZ2�-���.��/�
mailto::@���AZ2�-���.��/�


変良かった｣と好評の声を頂いております。ご協力頂

いた方には大変お世話になりました。今年度の反省点を

活かし、来年度の集客に結びつけていきたいと思います。 
10 月 30 日（日）に富合町雁回公園運動広場にてグラ

ウンドゴルフ大会を開催致します。地域の方と汗を流し

たい方、グラウンドゴルフをしてみたい方、ボランティ

アで協力して下さる方がいらっしゃいましたらご連絡下

さい。よろしくお願い致します。 
 
 
 
平成 23年度第 1回保険診療研修会を開催予定です。 

詳しくは同封の参加申込書または熊本県理学療法士協会

ホームページ（研修会案内）をご参照下さい。 
記 

＜第 1回保険診療研修会＞ 
日 時：平成23 年 10月 12 日（水） 

              19:00～21:00 
  場 所：フードパル熊本 熊本市食品交流会館 
  テーマ：「リハ関連介護報酬基礎知識の整理」 
  講 師：（社）熊本県理学療法士協会 

理 事 光本しのぶ 
保険部 坂本義孝 

多数のご参加をお待ちしております。 
追伸：今年度の 4月の第1回保険診療研修会は中止とな

りましたので、10月の第 2回保険診療研修会の名称

が第 1回となりました。 
 
 
 

ねんりんピック熊本大会支援について 
  「ねんりんピック」の愛称で親しまれている「全国健

康福祉祭」は、60 歳以上の高齢者を中心として、楽しみ、

交流を深めることができる総合的な祭典で、今年度は10
月 15日～18日の日程で熊本県内各地を会場に開催され

ることとなった。当会では、16、17日の両日、県総合運

動公園・県体育館・市体育館・植木弓道場・富合町健康

づくりセンターにて開催される「健康づくり教室」に参

加協力することとなった。現在準備調整中である。 
熊本城マラソン支援について 
 第 1回熊本城マラソンが24 年 2月 19日(日）に開催

される。当会からもボランティア参加を通じ、大会を支

援すべく現在調整中である。協力頂ける方がいらっしゃ

れば事務局までご連絡頂きたい。 

保 険 部     部長 江藤 隆夫 

≪第９回日本通所ケア研究大会(合同開催) 

    第７回認知症ケア研修会ｉｎ福山≫

 

日 時：平成23年11月26日(土)～27日(日)

 

会 場：広島県福山市 

 

参加費：両日 10,000円  １日 7,000円 

 

※詳しくは大会ホームページへ 

  http://www.ec-knt.jp/tsuusho2011/index.html 

 

 

≪脊髄損傷に対する 

リハビリテーション研修会≫

日 時：平成23年11月12日（10:30～17:00）

13日(10:00～15:50）

 

会 場：12日 別府大学ﾒﾃﾞｨｱ教育研究ｾﾝﾀｰ 

13 日 別府重度障害者ｾﾝﾀｰ 

 

参加費：無料 

 

内 容 ：基調講演「脊髄損傷者の現状と課題」

国立障害者ﾘﾊｾﾝﾀｰ 中村耕三 先生 

事例報告・実技研修 他 

 

申込み〆切：10月17日 

 

渉 外 部     部長 坂崎 浩一 

プログラムの詳細、申込み方法等は熊本県理

学療法士協会事務局までお問い合せくださ

い。 

 

http://www.ec-knt.jp/tsuusho2011/index.html
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八代ブロック            塚島 靖博 

台風一過、晴天です。朝夜は肌寒いくらいになってき

ましたね。 
さて、八代ブロックの活動としては、8月7日にスポ

ーツ小委員会の企画で「第1回テーピング講習会 足関

節編」が球磨病院で開催されました。開会に先立ちまし

て北里会長の挨拶もあり、募集には地域の学校の先生や

クラブ体育協会などにも参加を呼びかけましたが、理学

療法士と作業療法士の参加となりました。午前中は講義、

午後から実技で塚島も20年ぶりくらいに参加しました。

委員長の西村英治先生をはじめ日体協公認アスレチック

トレーナーの先生方に指導をいただき、慣れない手つき

も少しずつ動くようになりましたが、まだまだ練習

が・・・・頑張ります！ 

学術部卒後研修会は県南ブロックと共同開催で 

8月28日 八代総合病院でラポール形成とリスク管理を

開催いたしました。参加者は県南ブロックから4名、八

代ブロックから16名で、ほとんどが1-2年の新人が多い

中にも、10年以上の先生方も交じって頂いて、日頃苦労

していることの問題解決の糸口になったり、ブロックを

越えてなかなか会うことのない会員と交流が出来たこと

は良かったようです。ファシリテーターの先生方お世話

になりました。 

11月の全人間的アプローチとKYTはファシリテーター

の先生と日程を調整中です。 

今年は秋が早く訪れるようです。おいしい食べ物がぞ

くぞく出てきますね。自転車通勤頑張ってメタボ対策し

とかなきゃです。 

県南ブロック            新穂 大輔 

暑い8月も終わり少しずつ朝晩が過ごしやすい季節とな

ってきました。甲子園という夏の大きなイベントを終え

て夕暮れの時間も徐々に早まってきており、気持ちの上

でも秋の訪れを感じています。 
 世の中は、災害復興や放射能被害への対応、円高など

様々な問題を抱える中、管内閣から野田内閣へと移行し

ました。同じ党内や与野党で様々な政策や思惑の相違は

あっても、日本の元気のために足並みを揃えて政権を担

っていってほしいものです。 
 さて、県南ブロックの最近の活動ですが、7 月には

PT・OT・ST の合同懇親会を開催し、8月には水俣市立

総合医療センターの永田 PT にて「腱板損傷の保存療法

について」の講習を開催しました。懇親会は今年も多く

の会員の参加もあり盛況なものでした。講習会は、人類

の発達に伴う腱板の役割の変遷から始まり、腱板損傷の

病態把握や実際の実技も行われ、他の肩関節疾患にも応

用できるような内容も含んだものでした。8 月末には八

代ブロックとの共催で卒後教育研修会も開催しました。

普段会うことの少ない違うブロックの方や経験年数の異

なる方とコミュニケーションをとることで視野を広げる

いい機会になったのではないかと思います。また、秋に

は外部講師による研修会の開催を企画し、水俣市主催の

健康まつりにも協会として参加する予定となっています。 
これからも会員のみなさんで知識・情報を共有し、よ

り良いブロック活動を展開していきたいと思いますので

屈託のないご意見・アドバイスをよろしくお願いいたし

ます。 

県北ブロック              酒見 亮 

残暑厳しい中、体調を崩すことなくお過ごしでしょう

か？今年の夏の高校野球では県北ブロックの地元であり

ます専修大学玉名高校が甲子園に初出場し、玉名は大い

に盛り上がりました。惜しくも 1回戦で敗退いたしまし

たが、多くの人に感動を与えていただきました。今後の

選手たちの活躍を見守り応援していきたいと思います。 
さて、ブロック報告ですが、8月 28日に卒後教育研修

会初級編第2･3回を山鹿中央病院にて開催いたしました。

第 2 回ラポール形成には 19 名、第 3 回リスク管理には

19 名の参加がありました。研修会では、「他施設会員の

意見や経験など色々な情報が得ることができ良かった。」

「現在困っていることについてディスカッションできて

よかった。」など多くの感想を頂きました。終始、笑顔が

あり有意義な研修会となりました。 
また、10 月 16 日には同会場にて卒後教育研修会中級

編第 2回「全人間的アプローチ」第 3回「危険予知トレ

ーニング」の開催を予定しております。 
さらに年末には、症例検討Ⅱの開催を予定しており、発

表希望者も随時受け付けておりますので、県北ブロック

会員の皆様、積極的な参加をよろしくお願い致します。 
 



天草ブロック            水田 順司 

天草ブロックの活動報告ですが、7 月 8 日（金）に牛

深市民病院の土佐太志先生に講師をお願いして「下肢関

節可動域制限 検査」というテーマで講義をして頂きま

した。我々の臨床において切っても切り離せない可動域

制限について、ただ単に“角度を測る”だけでなく、そ

の制限因子となる組織や原因を確定して初めて、当該関

節の治療ができるという事を実技を含め、講義して頂き

ました。実技では膝関節、股関節、足関節における引き

離しや滑り、傾斜などについて指導して頂きました。ま

た、勉強会後には毎回恒例の講師を交えた懇親会も開催

し、今回は今後の天草を担う若い先生方にも多く参加し

て頂き、終始和やかに執り行うことができました。参加

して頂いた先生方ありがとうございました。また、今回

参加できなかった方は次回も行いますので、是非よろし

くお願いいたします。 
 

 
 
 
 
 
 

 
【土佐講師（懇親会での一コマ）】 

8 月 19 日には天草リハビリテーション研究会恒例の

サマーレクレーションでグリーンボールを使ったソフト

ボールを開催いたしました。当日は朝から雨が降り開催

が危ぶまれましたが、奇跡的に午後より天候が回復し、

念願だったグリーンボールを開催する事が出来ました。

PT、OT、ST 併せて 21名の先生方に参加頂き、天草中

央総合病院の金子先生率いるBチームが8-5で勝利しま

した。日頃は想像できない（？）先生方のファインプレ

ーや珍プレーなど続出し楽しくプレーが出来ました。ま

た MVP には臨床実習に来ていた学生さんと天草慈恵病

院の谷崎先生が受賞しました。優勝チームと MVP の両

者には副賞も併せてプレゼントされました。 
 
 
 
 
 

 
【Bチームへ副賞のプレゼント 金子先生】 

 
 
 
 
 

 
【MVP の受賞式】 

 
 
 
 
 

 
【MVP 受賞式 谷崎先生】 

 
 
 
 
 

 
 

【優勝Bチーム】 
 
 
 
 
 
 

 
【集合写真】 

8 月 26日には執行部会議を開き、卒後教育や今後の活

動について意見交換を行い、その後はビアガーデンへと

進み、最後まで話題も尽きることなく、楽しみました。 
9 月には牛深市民病院の四方田将昌先生にお願いして

テーマを「関節包内運動の治療による可動域の拡大」と

題しまして定例勉強会を開催いたします。本年のテーマ

であります可動域制限も今回で3回目の勉強会となりま

す。是非皆様ご参加下さい。 
私事ではありますが、現在成年軟式野球の帯同トレーナ

ーをしており、先日佐賀県で行われました国体の九州ブ

ロック大会では 9回表 2-1でノーアウト満塁の状態から

3 人を押さえ沖縄に劇的な勝利をする事ができ、見事本

国体出場を果たしました。選手の皆さんには大きな感動

を頂き、本国体も入賞できるように頑張って頂きたいで

す。 
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 『 ハート先生の心音聴診講座 』
市田 聡 著    

医学同人社 
 

近年、高齢化社会のなか理学療法の対象者の
障害像も多様化し、臨床の現場で循環器・呼吸
器障害を有する対象者も数多くみられます。そ
のような中、聴診法は簡単に、しかも相当精度
の高い診断情報を得ることができます。しか
し、学生時代の講義や実習で聴診器の正しい使
い方や、心音聴診法の基本を学ぶ機会は少な
く、学ぼうとしても適切な教材が少ないのが現
状です。 
本書は、心音を聴くことで心臓病診断を組み

立てることを目標とするのではなく、むしろ現
在の身体状況、急変時に何が起こっているのか
を的確に判断するために必要な要点を、心音を
使ってつかむ方法に重点を置き、カラーイラス
トを多く使用し分かりやすくまとめてありま
す。具体的には、心音の基本・聴診器の持ち方
という基本的なことから、Ⅰ音・Ⅱ音の識別・
不整脈を探る・疾患別の心雑音などの具体的な
聴取方法。また、正常呼吸音や副雑音の聴取な
ど、呼吸音についても少し盛り込まれていま
す。 
いままで必要と思ってはいたけれど、なかな

かよい教材がなく、難しいと考えていた聴診法
を分かりやすく解説してあります。技術習得・
臨床に役立てる為の一助になるのではないか
と思いますので、ぜひ御一読下さい。  

      （文責：村上賢治）

『 アナトミートレイン 』 
トーマス・W・マイヤース著、松下松雄 訳 

医学書院

アナトミートレイン（筋筋膜経線）により姿
勢・運動機能の制御、ひずみによる機能障害の
発生機序、動作の安定などが、どのように得ら
れているのかを、列車の路線（lines）や駅
（stations）に喩えて分かり易く解説している
書です。この書は 2008 年に出版されたトーマ
ス・W・マイヤース氏の著書「Anatomy Trains」
を日本語訳し、イラストなどを交え、1～11 の
項目に分け、1～2 章は筋筋膜の概念、アナト
ミートレインのアプローチを解説し 3～9 章で
は経線について述べられ、10～11 章では一般
的な運動にアナトミートレインの概念を当て
はめ、姿勢の分析をする方法が述べられていま
す。 
身体の評価やアプローチの参考にお勧めの 1
冊となっております。 

（文責：南 大輔）

 
 
 
 

『第二回新人研修会に参加して』 
 

鶴田病院 中川 翔太 
 
今回、第二回目の新人研修会を受講させて頂きま

した。「世界の理学療法」では、日本と他国のリハビ

リ・医療の現状を比較することで、他国よりも進ん

でおり更に力を注いでいく分野や、改善・参考にし

ていく必要性のある分野を知ることが出来ました。

理学療法士として、日本という小さな枠組みだけで

考えていくのではなく、世界の動向も視野に入れ活

動していく必要があると感じました。また、理学療

法を施行していく中で、一つ一つのアプローチに根

拠と技術を兼ね備えるべく、自己研鑚に努めていか

なくてはならないと改めて感じました。 
「職業倫理・管理運営」では、組織人としての倫理

や患者様の権利について学びました。また、変革時

などに必要となるリーダーシップのみでなく、秩序

や安定など平常時に必要なマネジメントが組織形成

には必要不可欠ということを再認識出来ました。 
一人一人が違う環境（時代・場所）で育ち、価値

観も異なるため、患者様をひとりの人間として尊重

し、信頼関係の構築をしていく必要があると感じま

した。また、理学療法士として評価や治療の際に、

患者様の体に触れるという行為を当たり前のように

していたが、「触れられる」という患者様の目線で考

え、アプローチや配慮をしていく必要性を学びまし

た。 
今後、理学療法士の増加に伴い、ライセンスのみ

ではなく、その質や技量が問われてくる時代になっ

てくると思いますので、より付加価値のある存在に

なれるよう努力していきたいと思います。また、社

会人・理学療法士一年目としてまずは何でもチャレ

ンジし沢山の経験を積んでいきたいと思います。 
 
 
 
 

 
 学術事業部 文献紹介 



  
  
 

 

 
 

 

 

『初心忘るべからず！』 

保険部部長

菊池郡市医師会立病院 デイケアセンター

江藤 隆夫

今回で 7 回目の登場となりました保険部の江藤で

す。前回私の近況報告をさせて頂きましたがその後

の続きです。去るＨ22年10月29日、当たり前が当た

り前で無くなった瞬間からやっと1年が経ち運転免許

再取得に向けチャレンジしました。結果報告から致

しますと免許センター試験場で仮免6回・本免4回で

なんとか合格。試験場での実技は噂通り厳しく道路

交通法の意味を改めて勉強することが出来ました。

そこで今回体験した事をお伝えしたいと思います。 

まず試験場の試験官は交通機動隊等の警察官で道

路交通法に基づいた安全克つ円滑な操作が出来るか

どうか（減点方式で 70 点以上残っていたら合格）を

見られます。25 年前自動車学校で習った記憶を思い

出しながらトライしましたが全く通用しません。毎

回不合格後 2～3 アドバイスを頂けますが「確認が遅

い、ちゃんと後方やミラーを見ていない、左折大回

りの場所がある、スピードにメリハリがない。」など

漠然とした事しか教えてもらえず修正した事が正し

いかも判断出来ませんでした。一緒に受けた人や合

格した人にアドバイスをもらいながらの再取得でし

た。 

例えば交差点での左右や側方後方確認不足は1カ所

10 点減点・左折の大回りや右折の小回りは 1 カ所 15

点減点など、点数は事故につながる危険度に応じて

定められています。当然逆走や信号無視・一時不停

止・脱輪等は一発中止です。路上で行えば重大な事

故に繋がるからです。用心しすぎてのろのろ運転す

れば渋滞を招き追突の可能性が高まり減点、速度は

標識の速度までさっと加速しなければなりません（こ

れがメリハリのようです）。他にも多数の減点項目が

あります。 

一緒に受けた人達は大半免許更新忘れ（引っ越して

更新案内が届かなかったそうです。）でしたが、1年

以内は本免から、1年以上忘れは最初（仮免）からに

なりますのでご注意下さい。あと絶対やってはいけ

ない事は飲酒運転です。免許センターの 2F 待合いロ

ビーで飲酒運転死亡事故のドラマが放映されていま

すが本当に悲惨です。最後になりましたが今回改め

て思った事は「運転免許は車を動かせる資格ではな

く、事故を起こさない安全運転が出来ると判断され

た人に与えられる資格！」だという事です。腕に自信

がある人はいつか必ず起こすと言われました。逆に 

 
「自分は下手だ」と思っていたほうが漫然ではなく、

いつも危険を見つけながら安全運転に集中出来ると

の事。まさに「初心忘るべからず」です。免許更新も

忘れないようにしましょう！！ PS：この場をお借

りして送迎等でお世話になった先生方に感謝申し上

げます。また皆様方、体調管理には十分気をつけて

お過ごし下さい。 

 

『電子化・情報化社会』 

         

調査資料部部長

熊本セントラル病院

          岸本 稔

私が所属する病院でも､いよいよ電子カルテが導入

された。どの端末からでも患者さんの情報が閲覧で

き､即座に知りたい情報を得ることが可能になった。

電子化･情報化社会の波を痛烈に感じている。いまま

で､慣れ親しんできた手書きのカルテが少々､愛おし

く感じられる。 

 昔を思い出してみると､幼少の頃は電話というもの

は黒電話でありダイヤルを回してかけていた｡子供だ

った自分は｢電話は大人が使うもの､子供は触ること

すら許されない｣という妙な思い込みがあった｡それ

から自動車電話・ポケットベル・PHS・携帯電話と

次々と通信機器が登場し､今や小学生でも携帯電話を

所持しインターネットを易々と使いこなしている。 

私がリハビリ学生時代や新人だった頃は､色々な情

報を得るために時間と労力が必要だった。今や数分

で知りたい情報を得ることが出来る｡今回の電子カル

テに関しても同じで､以前は手書きのカルテに目を通

し､病院中を駆け回り Dr・看護師・MSW 等から患者情

報を集めて患者治療にあたっていた｡今や､同じ場所

で瞬時に情報を得ることが出来る｡時間も労力もかか

らない。確かに素晴らしいシステムだと感じる。 

 電子化・情報化社会が進み益々､利便性が向上して

いるが､何か大切なものを失っていく？忘れていく？

ような気持ちになる。何というか人と人との繋がり

が薄れていく感じがする。先日患者さんから､｢電子

カルテが入っている病院は嫌いです｡先生はパソコン

を診察しているようですね｡パソコンの具合が悪いの

ですかと聞きたくなります｡｣と少々､皮肉を込めた冗

談を言われた｡私の仕事は患者さんを治療することで

あり､人を診ることである｡そのことを忘れてはいけ

ないと､患者さんから見透かされ､警鐘を鳴らされた

ように感じた｡ 
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軽
失
禁
用
の
男
性
下
着 

女
性
だ
け
で
な
く
、
実
は
多
く
の
男
性
も

尿
失
禁
の
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ

が
気
に
な
っ
て
何
と
な
く
外
出
も
お
っ
く
う

に
な
り
、
家
に
こ
も
り
き
り
で
は
な
い
で
す

か
？ 「無

頼
」
は
軽
失
禁
用
下
着
の
男
性
用
。

尿
を
す
ば
や
く
吸
収
し
ま
す
。
男
性
の
尿
も

れ
の
大
半
は
前
立
腺
肥
大
症
が
原
因
で
、
長

い
尿
道
内
に
残
っ
た
尿
が
、
歩
き
だ
し
て
絞

り
出
さ
れ
る

「ト
イ
レ
か
ら
出
た
直
後
」
が

圧
倒
的
に
多
い
よ
う
で
す
。

「無
頼
」
は
、

独
自
の
吸
収
体
の
形
状
で
男
性
器
全
体
を
包

み
込
み
、
漏
れ
を
う
ま
く
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、

大
き
め
の
前
開
き
、
下
着
本
体
と
吸
収
体
の

構
造
で
前
出
し
が
可
能
で
す
。 

消
臭
機
能
、
履
き
心
地
、
動
き
や
す
さ
な

ど
も
十
分
で
す
。 

軽
い
力
で
文
字
が
書
け
る 

 

手
紙
を
書
い
た
り
署
名
を
す
る
と
き
、
指

が
震
え
て
し
ま
っ
て
筆
圧
が
弱
く
な
り
思
う

よ
う
に
字
が
書
け
な
い
と
い
う
声
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。 

 

軸
の
太
い
ペ
ン
や
鉛
筆
に
替
え
て
握
り
や

す
く
し
て
み
て
も
、
筆
圧
は
な
か
な
か
強
く

な
り
ま
せ
ん
。 

 

「
ペ
ン
ホ
ル
ダ
ー
Ｄ
」
は
、
ペ
ン
を
ペ
ン

の
穴
に
差
込
み
、
本
体
に
手
の
ひ
ら
を
乗
せ

て
滑
ら
せ
る
よ
う
に
動
か
す
と
、
押
し
当
て

る
だ
け
の
軽
い
力
で
文
字
を
書
く
こ
と
が
出

来
ま
す
。
本
体
は
握
力
の
弱
い
人
は
も
ち
ろ

ん
、
指
関
節
が
う
ま
く
曲
が
ら
な
い
人
、
ペ

ン
な
ど
が
握
り
に
く
く
な
っ
た
人
に
も
大
丈

夫
な
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
。
左
右

ど
ち
ら
の
手
で
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

手
軽
で
し
っ
か
り
冷
え 

 

九
月
に
入
り
ず
い
ぶ
ん
涼
し
く
な
り
ま
し

た
。
で
す
が
、
熱
が
こ
も
っ
た
部
屋
や
炎
天

下
で
活
動
す
る
と
き
は
、
ま
だ
ま
だ
暑
さ
対

策
が
必
要
で
す
。 

 

暑
さ
対
策
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

「熱
さ
ま
首
も
と
ひ
ん
や
り
ベ
ル
ト
」
は
、

首
に
巻
く
だ
け
で
し
っ
か
り
冷
や
さ
れ
、
暑

さ
が
和
ら
ぎ
ま
す
。
と
て
も
手
軽
で
、
特
に

エ
ア
コ
ン
を
好
ま
な
い
人
に
は
最
適
で
す
。

冷
凍
し
て
も
固
く
な
ら
な
い
特
殊
冷
却
ジ
ェ

ル
を
使

っ
て
お
り
、
首
に
フ
ィ
ッ
ト
し
て
長

さ
の
調
整
も
可
能
で
す
。 

 

屋
外
に
入
る
と
き
、
家
事
を
し
て
い
て
暑

い
と
感
じ
た
と
き
と
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス

で
重
宝
し
ま
す
。
冷
蔵
庫
で
凍
ら
せ
て
何
度

で
も
繰
り
返
し
使
え
ま
す
し
、
専
用
カ
バ
ー

の
洗
濯
も
出
来
る
の
で
衛
生
面
で
も
優
れ
て

い
ま
す
。 

 

気
温
や
使
用
環
境
で
異
な
り
ま
す
が
、
冷

却
効
果
は

一
時
間
ほ
ど
持
続
し
ま
す
。 
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『理学療法サービスとホスピタリティ』 

 

 医療業界にサービス業としての概念が持

ち込まれるようになって久しく、みなさんの

中にも自らがサービス業であるとの認識に違

和感をもつ方々が少なくなってきていると思

います。本来、サービスは与える側と与えら

れる側に分かれて、そこには主従関係が存在

します。そのため、ともすると与える側は義

務感に支配されてしまうこともあります。そ

こ で 、 出 て く る 概 念 が ホ ス ピ タ リ テ ィ

（hospitality）です。ホスピタリティは共存、

共栄をもとにしており、何らかのサービスを

与える側はそのサービスを与えられた側が喜

んでくださることに喜びを感じるというもの

で、与える義務ではなく、喜んでいただくこ

とへの喜びを基調としています。ホスピタリ

ティは「歓待」や「おもてなし」と訳されま

す。ホスピタリティは当然日本語ではありま

せんが、日本には昔から「おもてなし」の文

化があります。「おもてなし」の文化は茶道の

心得である一期一会がもとになっていると言

われています。お茶会にあっては、ご招待す

るお客さまのことを考え、その方にふさわし

いお茶碗はどういうものか、どのような菓子

をお出しするかという具合に、前もってお客

様のことを考えるということが「おもてなし

の心」となります。それらの心遣いすべてに

対して、「結構なお点前」という評価がなされ

ます。その場だけをただ単に繕ってお客様を

お迎えしていても、このような心は生まれま

せん。また、「おもてなし」に対しては、「ご

ちそうさま」という評価もなされます。「ごち

そうさま」は漢字で書くと「御馳走様」とな

り、「おもてなし」のために奔走（馳走）した

心遣いに対して「ごちそうさま」と申し上げ

ることになります。  
 府士会会員のみなさんは、様々な施設で

様々な方々に接していることと思います。理

学療法士（サービスを与える側）の立場では、

1 日に何人もの方々に接していますし、養成

校の先生方は何十人もの学生さんを相手にし

ています。そのため、ついつい相手のことを

考えるということを忘れがちになります。し

かし、私たちのもとに来られる方々は、私た

ちだけに会うために来られています。しかも、

私たちに会うために来られている方々は何ら

かの機能障害や能力障害、生活障害を持って

いる人たち、もしくは理学療法士になりたい

と熱望している人たちです。当たり前のこと

ですが、相手に対する「おもいやり」を忘れ

ずに日々の業務に邁進していきたいものです。

思いやりは相手のことを思い、相手に気を遣

わせることなく、相手が快適にいることがで

きるように心配りをすることだと思います。

私たちは技術職・専門職の集まりですので、

「心配り」の中に、障害や生活を改善させる

という手段も持ち合わせています。このこと

は非常に強い武器であると同時に、必ず人々

の役に立てるということを示すものです。私

たちはプロですから、誰かの役に立って当た

り前で、その誰かが喜んでくれたことに喜び

を感じなくてはなりません。それがまさしく

ホスピタリティの精神です。  
 みなさんが理学療法士を目指していた頃は

誰もが「人の役に立ちたい」と思っていたは

ずです。そして、臨床 1 年目の新人さんであ

ろうと、数十年の経験を持つベテランであろ

うと、この職業には日々違う出会いがありま

す。そのため、日々が初心であろうと思いま

す。初心に戻ってはいけませんが、初心も初

志も忘れることなく、対象者のみなさんに向

き合っていきたいものです。  
 

(大阪 No.226 より抜粋 ) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

賛 助 会 員 一 覧 
施設名 〒 住所 TEL 

有園義肢株式会社 866-0815 八代市長田町 3300 0965-33-3983

アメックス熊本株式会社 862-0913 熊本市尾ノ上 1-3-9 096-384-6565

（有）熊本託麻義肢 861-8034 熊本市八反田 2-1-49 096-380-8673

（株）薗田義肢製作所 860-0811 熊本市本荘 4-5-5 096-364-9376

（株）タガワブレース 869-0605 宇城市小川町南部田 1555-1 0964-43-0503

（株）徳田義肢製作所 862-0971 熊本市大江 6-27-20 096-364-0855

（株）ホワシ 861-8045 熊本市小山 5-19-55 096-389-5411

（株）ミタカ 861-3107 上益城郡嘉島町上仲間 850-2 096-237-2257

帝人在宅医療株式会社 熊本営業所 862-0913 熊本市尾ノ上 2-23-1 096-360-7333

（有）三栄商会 サンエイ・メディカル 861-0516 山鹿市中央通 406 0968-43-7755
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施設区分（Ⅰ） 施設区分（Ⅱ）
Ａ群 Ｂ群

1 大学病院 1 厚生省 医療施設 病院 大学病院 1 － 1
2 総合病院 2 文部省 総合病院 1 － 2
3 一般病院 3 労働福祉事業団 老人病院 1 － 3
4 老人病院 4 旧三公社（たばこ産業・ＪＲ・ＮＴＴ） 小児病院 1 － 4
5 小児施設 5 都道府県 一般病院（上記以外） 1 － 5
6 老人施設 6 市区町村 精神病院 1 － 6
7 教育施設 7 日赤 結核病院 1 － 7
8 行政機関 8 済生会 らい病院 1 － 8
9 保健所 9 北海道社会事業協会 その他 1 － 9

10 その他（含む自宅） 10 厚生連 診療所 診療所・医院 2 － 1

11 国民健康保険協会連合会 医療福祉中間施設 老人保健施設 3 － 1
12 全国社会保険協会連合会 訪問看護・ＰＴ 3 － 2
13 厚生団 在宅サービス 3 － 3
14 船員保険会 その他 3 － 4

15 健康保険組合及びその連合会 福祉施設 老人福祉施設 養護老人ホーム 4 － 1
16 共済組合及びその連合会 特別養護老人ホーム 4 － 2
17 国民健康保険組合 老人福祉センター 4 － 3
18 公益法人（社団・財団） 老人デイサービス 4 － 4
19 医療法人 その他 4 － 5

20 学校法人 身体障害者更生援護施設 重度障害者授産施設 5 － 1
21 会社 肢体不自由者更生施設 5 － 2
22 その他の法人 身体障害者療護施設 5 － 3
23 老人福祉施設 重度身障者授産施設 5 － 4
24 身体障害者更生援護施設 身体障害者更生相談所 5 － 5
25 児童福祉施設 身体障害者福祉センター（Ａ・Ｂ型）5 － 6
26 精神薄弱者援護施設 その他 5 － 7

27 その他の社会福祉施設 児童福祉施設 肢体不自由児施設 6 － 1
28 個人 肢体不自由児通園施設 6 － 2
29 その他（含む自宅） 重症心身障害児施設 6 － 3

薄弱児通園施設 6 － 4
その他 6 － 5

教育・研究施設 養護学校 7 － 1
ＰＴ教育施設 7 － 2
研究施設 7 － 3
その他 7 － 4

行政関係施設 保健所 8 － 1
市町村保健センター 8 － 2
国県市町村（行政） 8 － 3
その他 8 － 4

保健（健康産業） スポーツ関係 9 － 1
フィットネス施設 9 － 2
企業 9 － 3
その他 9 － 4

その他 自宅 0 － 0
営業（自営・開業） 0 － 1
その他 0 － 2
海外 0 － 3

異動届記載用資料



会員異動届 

注）自宅住所を(室番号まで)を必ずご記入下さい。 
自宅会員になった場合は、自宅住所の都道府県理学療法士会に所属となります。自宅住所(室番号まで)･電話番号を必ずご記入ください。 

海外に異動の場合、都道府県士会に所属せず海外会員になることも可能です。 

海外会員になる方は、海外住所(海外勤務先･海外自宅)･国内住所(何らかの連絡がとれる住所)･Eメールアドレスを必ずご記入ください。 

休会中に、自宅住所･氏名等の変更がある場合にも、異動届を提出下さい。 

 

県外異動 ・ 県内異動 

(○で囲む) 

 

在籍状況 在会・休会 

(○で囲む) 
提出日 平成    年    月    日 

変更事項 改姓・自宅住所・勤務先
(○で囲む) 

異動日 平成    年    月    日 

フリガナ   旧 姓 会員番号(右詰めでご記入ください) 

氏  名 

 

姓  

 

 

名          

           印 
 

         

 県内 
士会所属 入会年度 Ｓ ・ Ｈ      年度 

所 異動 

属 県外 
士会から      士会へ 新人教育プログラムの修了 

済 ・ 未 

 異動 (○で囲む) 

 〒    -      

自  宅 住所      都道 

自宅会員は 

          府県 

必ず記入 

 電話        FAX      

Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 

 
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ     

 

名  称 

勤 務 先     

 

自宅会員の場合 

所属部署 

〒    -      

 ”自宅” 

 

と記入する 住所     都道  

           府県  

 
電話        FAX     

施設区分 Ⅰ Ａ群      －Ｂ群 Ⅱ － 

 

 

会費納入 

本 部 会 費   年度納入済 

都道府県士会費   年度納入済 
連絡事項

 

クレジットカード 発行 

     （○で囲む） 

済  

未 

     ※ 口座変更を希望される場合は                     

クレジットカード裏面コールセンターまでご依頼下さい。               

＜都道府県士会確認欄＞                     ＜士会受付番号＞               

        士会事務局長           印     平成     年     月     日 

                                                 

＜ 個人情報について ＞ 

当届用紙より得た情報は、下記の目的以外には使用しません。 

１. 名簿管理・発行 

２．協会が発行する機関紙等の発送、及び会員皆様の福利厚生を目的としたご案内等の発送 

３．会員の分布状況の把握（集計数値を使用します） 



社団法人 熊本県理学療法士協会

退　会　届

社団法人 熊本県理学療法士協会長　殿

この度 私は、社団法人熊本県理学療法士協会を退会しますのでお届け致します。

提出日 平成　　年　　月　　日

退会日 平成　　年　　月　　日

氏　　名 　　　　　　　　　　　　　印 会員番号

勤 務 先

※ 勤務先は熊本県理学療法士協会員としての勤務先をご記入ください。

※ 自宅会員の場合、「自宅」と記入ください。
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